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ＮＯ．１５ 

平成２２年５月１２日 

各  位 

国分(株)、トマーティンの限定品 

「トマーティン１９９７」「トマーティン１９９９」「トマーティン・ピーテッド２００５」を新発売 

 

国分(株)〔会長兼社長・國分勘兵衛、本社・東京都中央区〕は、シングル・モルト・ウイスキー「トマー

ティン」の限定品として、「トマーティン１９９７」「トマーティン１９９９」「トマーティン・ピーテッド

２００５」を発売いたします。 

記 
 
１．商品概要 

・商 品 名 トマーティン１９９７ 

・容 量 ７００ｍｌ 

・アルコール分 ５７．１％ 

・希望小売価格 １２,０００円（消費税別） 

・商 品 特 徴 ノンチルフィルター。シングル・カスク。１９９７年９月２６日より、カスクナンバ 

ー４３２６のファーストフィルバーボン樽に貯蔵されていた 

このモルトはトマーティン本来の特徴である優美な甘み、この 

甘みがバーボン樽由来のこんがりとしたトーステッドフレーバ 

ーによってさらに強調された、とろけるように美味なハイラン 

ドモルトです。 

色は、明るい麦わら色。たまらなくリッチで甘み豊かなバニラ 

の香りが圧倒的で、さらにフレッシュで生き生きとしたあんず 

の芳香と、トロピカルフルーツやレモンカスタードの香りが広 

がります。味わいは、舌全体を包み込むような、大変まろやか 

な甘さが際立ち、ローストしたナッツ、白コショウに加え、ほ 

のかなミントが感じられます。フィニッシュは、とても滑らか 

でクリーミー、ユーカリを思わせるさわやかさも残ります。 

 

・商 品 名 トマーティン１９９９ 

・容 量 ７００ｍｌ 

・アルコール分 ５７．１％ 

・希望小売価格 １２,０００円（消費税別） 

・商 品 特 徴 １８９７年の創業以来、基本的にトマーティンモルト本来のストレートでシンプルな 

魅力を世に問うてきた蒸留所が、オフィシャルボトルとして初めてボトリングするワインカスクフィ 

ニッシュ製品、この非常にユニークな逸品が、トマーティン１９９９テンプラニーリョです。 

今回のフィニッシュに用いられたテンプラニーリョ樽は、スペインのテンプラニーリョワインを１年 
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間熟成させた後のもので、フレンチオーク製です。１９９９年１ 

月２２日に蒸留された原酒は、通常のリフィルホグスヘッドで８ 

年と６カ月半の間、眠りにつきました。そして２００７年８月９ 

日にテンプラニーリョの樽に移し替えられ、さらに２年と２カ 

月半の熟成が施されました。 

エレガントでありながら重厚な甘い芳香、キャラメルがけのポッ 

プコーン、軽く焦がしたヘーゼルナッツ、オレンジピール、バタ 

ースカッチといった香りが広がります。味わいは非常に滑らかで、 

ベルベットのような舌触りが楽しめます。甘みがドライな麦芽の 

味と層を成しており、挽いた黒コショウの風味もほのかに感じら 

れます。フィニッシュはドライですが、穀物の余韻の中に消えて 

いきます。 

 

・商 品 名 トマーティン・ピーテッド２００５ 

・容 量 ７００ｍｌ 

・アルコール分 ６０．３％ 

・希望小売価格 ６,５００円（消費税別） 

・商 品 特 徴 トマーティン・ピーテッド２００５は、ファーストフィルのバーボン樽に４年３カ月 

貯蔵されたもので、トマーティン・シングルモルトの伝統的な個性の一つであるクリーミーで甘いバ 

ニラのような香りと味わいはそのままに、軽やかなピート香をまとった 

フレッシュな仕上がりとなりました。 

ほのかに緑がかった麦わら色。軽やかでフレッシュな、春の花を思わせ 

る香り。アルコール分はカスクストレングスで６０．３％、ノンチルフ 

ィルタード。ピート香はくすぶり続ける炎のごとく、ゆるやかに漂いま 

す。味わいは、ほどよい麦芽のフレーバーに支えられたマジパンが感じ 

られ、キャンディーのような甘みが舌全体を包み込むとともに、味覚の 

中枢を刺激します。消え行くかのようなスモーキーさが感じられます。 

フィニッシュはとても甘いですが、力強いパンチが秘められています。 

 

２．発売日   平成２２年６月１日（火） 

 

３．発売地域  全国 「トマーティン１９９７」「トマーティン１９９９」 各６０本限定 

           「トマーティン・ピーテッド２００５」 ２００箱（１,２００本）限定 

 

４．蒸留所 

創業は１８９７年。トマーティン蒸留所は標高３１５ｍに建ち、スコットランドのモルト蒸留所の中で 

も最も標高の高い場所にある蒸留所のひとつです。スコッチ・ウイスキー黄金期と言われる１９７０年 

代当時には現在の約２倍にあたる２３基の蒸留基を擁しており、２,２００万リットルの生産量がありま 

した。その豊富な生産量により、ハイランド地方のスコッチ産業発展の立役者的存在として今日に至っ 

ています。 

（商品に関するお問い合わせ先）国分株式会社 開発酒類部 第一担当 TEL：03-3276-4125 


